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衛星データの食料安全保障にはたす役割

１．農水省の施策 ー農業分野での政府の責務ー
安心・安全な食料の確保

２．食料の需給見通し（不足）
世界の食料生産は限界がある。
全球での植物による純１次生産量は、ほぼ一定値。
水資源が農業生産を規制している個所が多い。（水資源の偏在）
農地は、都市化と砂漠化で減少。
大気ＣＯ２増加による気象変動。
世界人口の増加と食事の贅沢化。
地球環境（森林）保護で、新規開発農地は大幅減少。

３．農地の調査（統計情報部）
ＳＡＲによる水田面積調査
ＡＶＮＩＲ２による耕地判定

４．不測時の検出
植生モニタリング（広域農業監視と異常地域精査）
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農業災害把握でのリモートセンシング利用の現状

農業災害：地表面の変化であり、リモートセンシング（ＲＳ）の得意分野

ＲＳ技術の実利用：日本では、まだ、遠い。

↓

理由：準リアルタイムでのＲＳデータ入手が必要

観測の困難性：アジアモンスーン地帯は生育期に雲が多い

光学センサのデータがほとんど取れない

多頻度観測衛星(NOAA) and/orＳＡＲデータ利用

観測データタイムラグ：観測データを入手し、処理するまで早くて１ヶ月

３～７日以内にデータ入手及び処理が完了し、

現地の営農指導機関に渡せる必要

運用試験(実用化研究)が必要 多頻度観測衛星and/orＳＡＲデータ利用

ネットウエア及び計算機による高速処理配信
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JAPAN   Data & Information Exchange   CHINA 

NOAA/AVHRR

NDVI images(10 days composite) --- Network -- Images 
Difference NDVI Image between 2000 year
and  average of past three years       --- Network -- Images

ADOS-II/GLI

RADARSAT/SAR or/and SPOT/HRV
Request to RADARSAT International . - Network---- Determination Observing Area 
& Spot Image Inc.

Process SAR images --- Network -- Images 
or/and SPOT/HRV

Monitoring --Comparison with New and  Previous 
Images, and Interpretation of Images 

Extract Unusual Area

Interpretation of  Fine Resolution ImagesALOS/SAR&AVNIR
- Warning and Suggestions 

図 農業災害警告システムにおける衛星データおよび情報の流れ
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農作物作付面積把握

日本の生産高予測・推定
県レベルで正確な数値があればよい

市町村での町おこし・村おこしに利用したい。
市町村以下の単位で、正確な数字と分布が必要
悉皆調査が必要

↑
リモートセンシング技術

ALOS/PALSAR&AVNIR2



27IKONOSパンクロ画像による農地調査（画像日本スペースイメージング社提供）



28
IKONOSマルチ画像による農地調査（画像日本スペースイメージング社提供）
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農水省統計情報部は、ＲＳ技術により、水稲作付面積を
求める研究開発を実施した。

Method of the Estimation of Crop Production

Crop Production (ton)  =  Crop Planted Area (ha) × Yield (ton/ha)

Crop Planted Area (ha) : Remote Sensing

Yield (ton/ha) : Field Survey

: Model Formula by Meteorological Data

: Crop Monitoring using Remote Sensing Data
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34図 1 対象地域
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表 1 使用したRADARSATデータ

観測年 観測日 観測モード 観測角 衛星進行方向
6月15日 ディセンディング
7月01日 アセンディング
7月25日 アセンディング
8月02日 ディセンディング
8月18日 アセンディング
10月13日 ディセンディング
7月02日 ディセンディング
7月26日 ディセンディング
6月28日 ディセンディング
7月22日 ディセンディング

2001

Standard Ｓ２

1999

2000



36図２ 光学センサ併用法解析処理方法
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Experiment in 1999
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図 水稲作付け水田エリア
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40図３ RADARSATの２時期利用法
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Experiment in 2000

Just After Transplanting 1 Month After Transplanting



43

Result of Experiment in 2000
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45図 地図からの水田域の抽出
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田記号の距離： 平均 89.03m 
(50samples) 最大111.68m 
  最小 61.62m 

半径100mで 
バッファー作成 

地図からの水田域の抽出
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Comparison of Possibility Area and Extracted Area

Possibility Area Map of the 
Rice Paddy Fields

Extracted Area of the Planted 
Rice Paddy Fields
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Result with Possibility Area Map of the Rice Paddy Fields
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49図 1 対象地域
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多偏波SARの利用

石塚直樹・斎藤元也（農環研）

大内和夫（高知工科大）

毛利建太郎（岡山大）

浦塚清峰・佐竹 誠（通総研）
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偏波合成画像
レンジ方向

1999/07/13 Pi-SAR L-band

R:G:B=VV:VH:HH

4km

偏波合成画像
レンジ方向

2000/10/04 Pi-SAR L-band

R:G:B=VV:VH:HH

5km
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偏波シグネチャ

偏波シグネチャは、散乱体の散乱
強度を送信（ｔ）及び受信（ｒ）アンテ
ナの偏波の関数として表したもの。

４次元関数のため、通常、平行偏
波（χｒ＝χｔ，ψｒ＝ψｔ）と直交偏
波（χｒ＝－χｔ，ψｒ＝ψｔ＋90°）
で表す。

直交偏波

NASDA/EORC若林氏
作成プログラムによる解析
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2000/10/04 Pi-SAR L-band

R:G:B=VV:VH:HH

NASDA/EORC若林氏
作成プログラムによる解析

Co_pol

X-pol
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2000/10/04 Pi-SAR L-band

R:G:B=VV:VH:HH

NASDA/EORC若林氏
作成プログラムによる解析

Co_pol

X-pol
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2000/10/04 Pi-SAR L-band

R:G:B=VV:VH:HH

NASDA/EORC若林氏
作成プログラムによる解析 －

°

X-pol

Co_pol
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ご静聴、ありがとうございました。

Thank you very much 
for your attentions!!
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